
【取り組みのねらい】

進路指導 新聞切り貼り進路指導フローチャート

　新聞を読んで広く現実社会を知り、文章読解能力と分析力、更には他者へ共感す
ることができる力を獲得してほしい。新聞記事の裏側には、ドラマが横たわってい
る。そこから進学や就職に関する情報を積極的に収集し、進路という人生の問題を
真剣に見据えてもらいたい。
①自分の進路に関する意識を深める
②情報の収集・分類・取捨選択能力（情報リテラシー）の育成
③資料作成スキル・発表スキルの取得

 
全体説明
黒板に分野ごと
集まる場所の明示。

各班に、
さまざまな新聞社の
新聞を3・4日分
ほど渡す。

新聞を手分けして読み、
自分たちの進路に
関係ある分野の記事を
探して切り抜く。

他分野の記事が
目に入ったら、
やはり切り抜いて
その班に渡してあげる。

集めた記事を内容ごと、
取捨選択・重要度の
順番に分類しながら、
模造紙に貼っていく。

作業時間は
進行状況により
適宜調整する。

予め時間を
生徒に告げて、
厳正に行う。

模造紙を配布
志望分野を明記し、
新聞切り貼り作品
を作らせる。

家政　情報コンピューター　調理 
国際関係・外国語　芸術　教育
医療福祉　政治経済　その他

床に座り視線を低くして、
ディスカッションしやすくする。

1つの班が多人数になり
過ぎたら分野を細分化して
適宜分ける。

切り抜きが終わり余った
新聞は、丁寧に畳み、回収
して元の古新聞置き場に
そのまま置けるようにしておく。

①ビジュアルに!
②図式化する。
③遊び心を含める。

わかりやすい資料の
作成に努める。

他分野の班と協力し合う
ことで、時間短縮が可能
となる。

机を下げ、分野別に班を形成。
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＊KJ法のような形で、
切り貼り作品の中にシマを
つくってまとめていく。

KJ法＝膨大な情報から、
大きな流れをつかみだし、
主題に迫る分析法。

発表を通じて、自分達の
意識を深めていく。

聞き手が解りやすいよう
工夫する。

自分へのコメントを読んで
自覚を深める。

全ての記事に満遍なく
付箋を付ける。

コメントはなるべく短めにする。

手持ちの付箋を全て使い切る。

出題されたら困るような
小論文の予想問題でもいい。

やる気が出そうな
勇気付けでもいい。

単純な疑問でもいい。

痛烈な批判でもいい。

付箋を配布。

自分の分野の
記事に対する
コメントを書かせる。

自分たちが集めた
記事に関して、疑問・
問題提起・小論文
予想問題などの
コメントを書いて貼る。

他分野の
いろいろな班に行き、
付箋にコメントを
書いて貼ってくる。

批判・疑問・反論・
小論文問題など、
同類項でまとめる。

クラス全員の前で、
自分たちの進路や関連する
新聞記事、付箋に書かれた
コメントを読んでの感想、
これからの決意などを
発表し合う。
次に任意の小グループに
分かれ、お互いにコメント
し合い理解を深める。

コメントは付箋1枚
につき、1つの内容。

色違いの
付箋を配布。

わかりやすい
発表方法
を検討させる。

廻し書きプリントの
配布。

他の分野の記事に
対するコメントを
書かせる。

記事に貼られた
付箋紙の分類を
させる。

班員に、発表する
分担部分を
決めさせる。
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【学習の効果】 【指導上の注意、課題】
　ワイワイいいながら作業をすると、深刻になりがちな進路指導も意外
にスムーズにいく。非常に和気あいあいとした雰囲気が醸し出される。3
年生の後期になって、ピリピリしたクラスの雰囲気が和らぐ。同じ進路の
者同士が、情報を交換するようになる。生徒同士、横の連携強化に役立
つ。クラス全員を参加させやすい。学校にあるものだけで実施できる。
　時間設定が柔軟にできる。意識付け・動機付け、という認識で行えば
十分である。全員の前で発表すると、面接や小論文の練習にもなる。

　作業なのである程度まとまった連続した時間
が必要になるが、カリキュラム上なかなか取れ
ない。生徒は記事の読み込みに時間がかかり、
予想以上に時間がかかる場合がある。進路先
が絞り込まれていない『その他』の班は、バラバ
ラで全くまとまりがなくなるので、進路が未確定
な者に対するケアが必要である。

コピーを生徒に渡す際、下記の指導アドバイスの部分は消してからコピーしてください。


